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又
化
財
の
概
念
の
拡
大

美
術
工
芸
品
の
保
存
と
国
立
博
物
館

文
化
鯖
鐸
鵬
と

ん
で
一
二
十
五

日
本
の
文
化
財
保
議
行
政
は
、
単
一
法
律
、
単
一
行
政
椅
構
て
教
育
委

員
会
を
通
じ
．
＇
む
し
ら
行
政
指
導
型
で
強
力
に
出
発
し
、
訓
示
的
、
啓
蒙

的
で
も
あ
っ
た
の
で
、
回
民
へ
の
浸
透
は
早
く
、
文
化
財
と
い
う
言
葉
か
、

こ
れ
程
普
及
し
て
い
る
国
は
珍
し
い
と
思
わ
札
る
程
で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ

は
日
本
の
文
化
財
保
護
法
か
総
合
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
加
盟
国
の
手

本
や
参
考
に
供
し
た
経
緯
も
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
そ
汎
だ
け
に
罰
則
が
乾

ぃ
‘
歯
か
無
い
と
も
批
評
さ
礼
て
い
る
。
文
化
財
と
い
う
言
葉
は
西
洋
で

学
術
用
語
又
は
法
律
用
語
と
し
て
、
恐
ら
ー
、
戦
後
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
c

r

―
ネ
ス
コ
憲
章
で
は
入
類
（
い
遺
産
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
国
際
規
約
の
中
で
、
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
と
に
分
け
て
い
る
。

ま
た
米
固
て
は
建
国
二
百
年
以
降
、
日
本
の
文
化
財
保
存
に
相
当
す
る
言

葉
は
屁
史
保
存
て
あ
る
。
文
化
財
は
経
済
用
語
の
生
産
財
に
対
応
す
る
言

菓
て
あ
る
と
も
聞
い
た
こ
と
か
克
る
。
遺
産
や
歴
史
の
中
に
時
間
を
感
し

取
れ
る
か
、
財
だ
け
て
は
物
足
り
な
い
と
思
う
。
こ
の
二
十
年
以
来
、
過

去
、
現
在
、
未
来
の
時
の
流
れ
の
概
念
か
強
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
「
現
在

は
未
来
の
過
去
て
あ
る
ー
と
の
宕
句
、
「
過
去
の
た
め
の
未
来
」
と
い
う
保

存
原
理
か
海
外
か
ら
聞
か
訊
た
。
更
に
文
化
財
の
保
護
の
心
は
ヒ
ュ
，
ー
マ

二

7

ム
に
恨
怜
し
て
い
る
と
い
わ
紅
、
＼
預
り
遺
痘
と
い
う
言
築
に
文
化

肌
の
保
設
の
心
を
感
得
す
る
こ
と
か
て
き
る
。
文
化
財
を
法
律
用
語
だ
け

に
闘
，
C

ず
、
ぐ
く
の
保
1
1
呼
り
心
の
曲
5

か
な
応
賊
か
望
ま
れ
る
。

保
存
の
対
象
か
従
来

ユ
ネ
ス
コ
か
そ
の
勧
告
の
中
で
、

そ
の
背
景
と
し
て

建
造
物
群
を
加
え
て
／
記
念

記
念
物
と
地
跡
の
み
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、

蒻
建
造
物
畔
地
跡
と
し
た
経
緯
か
あ
っ
た
。

i
{

1

，
ォ
れ
た
国
会
の
年
で
も
あ

大
阪
万
博
の
年
は
公
害
立
法
の
集
中
的
こ
一
丁
つ

一
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
、
奈
良
，
京
都
に

っ
た
か
、
こ
の
年
京
都
の
会
場
て
r

言
胚
史
的
地
域
の
保
全
の
国
際
会
議
か
開
催

つ
い
て
の
都
市
計
画
か
ら
―

カ
日
本
の
戦
後
の
都
市
環
境
保
全
の
中
て
の
歴
史
的
地
域

さ
れ
た
。
こ
れ
ゞ

と
の
笞
鍾
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
の
文
化
財

の
保
存
の
急
務
で
あ
る
こて

伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
の
章
か
設
け
ら
札
た
。

保
誂
法
の
改
訂
に
際
し

財
の
指
定
に
伴
っ
て
そ
の
敷
地
も
加

こ
れ
と
岡
時
に
建
造
物
の
重
要
文
化

f
民
家
の
屋
敷
全
体
が
上
地
と
と
も
保
護
さ

、
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
こ
。

れ
る
扉
が
開
か
礼
た
。

，
へ
き
重
要
な
可
能
性

こ
れ
は
将
来
社
寺
に
も
及
ふ
ャ

が
潜
在
し
て
い
る
。

：
化
庁
に
所
属
す
る
国
立
の
徳
物
館
は
東
京
・
京
都
・
奈
良
の
三
館

い
る
。
東
京
固
立

と
も
に
宮
内
省
所
管
以
来
の
長
い
歴
史
を
も
っ
て

て

た
本
館
を
昭
和
初
年
に
近
代
建
築
と
し

賢
物
館
は
関
東
大
裟
災
て
失
っ

一
級
の
博
物
館
で
、
表
慶
館
は
、
明
治
建
築
と
し

て
再
建
し
た

化
財
に
指
定
さ

1

て
重
要
文

：
，
た
。
戦
後
法
隆
寺
宝
物
館
、
東
洋
館
を
順
次
新
設
し
、

上
野
公
園
に
良
好
な
環
境
を
形

創
立
百
年
記
念
と
し
て
収
蔵
庫
を
加
え
、

成
し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
美
術
博
物
館
と
し
て
位
置
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

を
背
景
に
豊
国
神
社
に
隣
接
し
、
そ
の
本
館
は

京
都
国
立
博
物
館
は
東
山

1
目
ハ
に
指
定
さ
れ
て
、
戦
後
の
新
館
と
と
も
に

明
治
建
築
と
し
て
重
要
文
じ
オ

平
安
文
化
を
中
心

近
年
文
化
財
修
理

と
す
る
陣
物
館
と
位
置
付
け
ら
れ
、

こ
こ
は
美
術
工
芸
品
の
保
存
技
術
の
保
存
を
軸
に
、

所
を
併
置
し
て
い
る
。

宣
仏
像
等
の
最
高
の
表
装
と
仏
像
修
理
の
本
拠
と

絵
画
書
跡
‘
あ
る
、

仏
教
文
化
を
主
題
と
し
て
、
本
館
は
明

し
て
い
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
は

い
る
が
新
館
の
建
設
を
終
え
た
。

冶
建
築
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

ま
た
、

て
、
保
護
法
の
中
で
使
用
す
る
以
上
麒
り
は
な
い
の
で
あ
る
か
，
西
洋
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ど
比
較
す
る
と
撞
着
を
感
し
る
。
英
語
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
狭
義
に
は
建
造
物
を
指
し
て
い
る
し
、
仏
話
で
は
、
文
化
財
建
造
物
は

モ
ニ
ュ
マ
ン
。
イ
ス
・
ト
リ
ク
す
な
わ
ち
柾
史
記
念
物
で
あ
る
。
史
跡
と
考

古
警
這
跡
は
サ
．

1
卜
に
属
し
て
い
る
C

サ
イ
ト
は
日
本
語
で
は
地
跡
と
訳
一

さ
れ
る
け
れ
ど
も
な
じ
み
か
薄
い
。
文
化
財
保
護
法
に
よ
れ
ば
、
建
造
物
．

は
有
形
文
化
財
と
し
て
、
建
造
物
以
外
の
拗
産
文
化
財
て
あ
る
美
術
工
幸
i
-

品
と
同
じ
範
疇
に
属
し
て
い
る
か
、
建
造
物
は
元
来
土
地
に
密
着
し
た
記
一

念
物
で
あ
る
の
で
あ
る
C

ユ
ネ
ス
コ
で
ダ
イ
フ
ク
博
士
は
、
理
論
的
に
文

化
財
を
可
動
文
化
財
と
不
動
文
化
財
に
分
け
て
い
る
C

美
術
工
芸
品
は
前

着
建
造
物
は
史
跡
名
勝
記
念
物
と
と
も
に
後
者
に
属
す
る
。
可
動
文
化

財
対
不
動
文
化
財
て
は
行
政
上
の
立
場
か
根
本
的
に
異
な
っ
て
く
る
。
前

者
は
博
物
館
，
古
文
書
館
・
資
料
館
と
密
接
し
て
お
り
、
後
者
は
自
然
並

ひ
に
都
市
、
集
落
の
環
境
と
一
体
的
の
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
可
動
文

化
財
を
保
存
展
未
、
す
る
博
物
館
等
の
証
設
は
不
動
文
化
財
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
か
で
き
る
。
歴
史
建
造
物
の
博
物
館
へ
の
再
利
用
は
そ
の
一
例
で

あ
る
。ユ
ネ
ス
コ
は
簿
物
館
と
記
念
物
を
二
つ
の
柱
と
し
て
き
た
こ
と
が
以
上

か
ら
理
解
て
き
る
で
あ
ろ
う
。
戦
後
不
動
文
化
財
の
醸
し
出
す
環
境
の
好

ま
し
い
態
杜
、
す
な
わ
礼
炎
l
i
i
ー
＼
い
、
ー
ア
ミ
ニ
テ
，
1

ょ
存
惰
内
の
立
場
，
か

ら
、
日
本
て
も
町
並
侃
存
か
こ
の
二
十
年
．
釆
国
民
的
課
題
と
な
っ
た
。
従

1
1
れ
て
い
奇
ま
た
璽
要
文

こ
の
館
内
て
毎
年
正
倉
院
御
物
の
展
示
も
一
了
つ

奈
良
国
立
又
化
財
研
究
所
の
元
の
本
館

化
財
旧
奈
良
県
物
産
陳
列
所
は
、

で
あ
っ

ン
タ
ー
と
し
て
現
在
改

た
か
、
博
物
館
の
仏
教
美
術
責
料
研
究
セ

に
あ
っ
て
よ
い
環
境
を
形
成
し

装
中
で
あ
る
。
特
別
史
跡
奈
良
公
園
の
中

て
い
る
。

翡
バ
を
中
心
に
社
寺
等
所
有
者

以
上
三
館
い
す
れ
も
国
有
国
宝
重
要
文

‘
企
面
展
示
と
常
設
展
示
が
な
さ
旦

か
ら
の
寄
託
品
を
収
蔵
し
て
お
り

そ
れ
に
必
要
な
研
究
と
調
査
か
行
わ
訊
て
い
る
。

し
れ
る
耐
震
耐
火
構

一
方
文
化
庁
は
社
寺
等
の
璽
玉
重
要
文
化
財
を
、

て
き
て
い
る
゜
璽
主
菫
要

造
の
収
蔵
庫
や
防
災
施
設
の
国
庫
補
助
を
行
っ

た
も
の
に
つ
い
て
許
可

文
化
財
の
公
開
は
公
私
立
博
物
館
の
施
設
の
整
っ

化
財
に
集
中
す
る
傾
向
か
強
い
の
て
、

を
与
え
て
い
る
か
有
名
な
特
定
文

い
る
。
な
お
デ

保
存
状
態
に
応
し
て
公
開
を
制
限
す
る
基
準
が
作
ら
れ
て

し
、
わ
ゆ
る
デ
パ
ー
ト
展
が
流
行
す

パ
ー
ー
ト
で
専
用
展
示
室
か
設
備
さ
れ
、
ヽ

、

9

,

1

卜
て
の
火
災
の
事
例
か
ら
国
宝
皇
要
文
化

る
傾
向
を
生
じ
た
か
デ
。
ヽ

せ
る
措
置
が
謡
ぜ
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
で

助
に
つ
し

い
る
。博
物
館
で
の
文
化
財
の
収

蔵
・
展
示
に
関
し
て
十
分
な

屋
内
環
境
保
存
の
管
理
に
は
、

温
湿
度
、
採
光
、
照
明
か
ら

空
気
中
の
有
害
カ
ス
、
微
生

物
、
塵
埃
の
除
去
か
不
可
欠

て
、
こ
れ
が
た
め
の
科
学
研

究
は
‘
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
の
保
存
科
学
部
の
協
力

を
得
て
い
る
。
ま
た
公
開
に

は
美
術
工
芸
品
の
梱
包
・
輪

送
開
梱
・
展
示
、
更
に
そ

の
逆
の
手
順
を
経
る
こ
と
と

旧帝国京都燐物舘正面玄関
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な
る
の
で
、
こ
の
方
面
の
保
存
科
学
・
技
術
上
の
研
究
も
発
展
し
た
。

我
が
国
の
文
化
財
の
保
存
科
学
研
究
の
発
祥
は
直
接
的
に
は
戟
後
の
国

立
博
物
館
保
存
修
理
課
の
中
に
設
け
ら
礼
た
修
理
技
術
研
究
室
か
最
初
て
、

こ
ね
が
昭
和
二
十
七
年
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
保
存
科
学
部
に
発
辰
、

更
に
修
復
技
術
部
を
加
え
た
。
鎌
倉
大
仏
の
頸
部
の
補
強
と
仏
像
全
体
の

免
震
工
亭
に
最
新
の
科
学
技
術
を
適
用
し
、
同
位
元
素
に
よ
る
ガ
ン
マ
線

透
視
‘
立
体
写
真
測
量
に
よ
る
仏
像
の
図
化
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク
に
よ

る
補
強
等
か
始
め
て
開
発
さ
れ
た
。
飛
鳥
の
高
松
塚
古
填
石
室
全
体
の
保

存
施
設
．
壁
画
の
修
復
に
つ
い
て
も
協
力
し
て
い
る
。

ま
た
博
物
館
近
代
化
と
公
開
の
重
要
問
題
と
し
て
、
将
来
に
備
え
て
、

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
は
創
立
以
来
日
本
・
東
洋
＂
西
洋
の
美
術
史
の

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
美
術
研
究
の
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー
を
任
務
と
し

て
き
た
関
係
か
ら
昭

和
五
十
三
年
に
情
報

資
料
部
を
設
置
し
た

し
、
こ
札
に
続
い
て

東
京
国
立
博
物
館
も

新
館
を
建
設
、
資
料

恥
部
を
最
近
開
設
し
、

役の
将
来
の
情
報
時
代
に

当
備
え
て
い
7

竺

文

化

庁
の
調
査
・
指
定
・
登

踪
]
修
理
等
の
資
料

並
び
に
関
係
写
真
。

図
面
・
記
録
等
の
集

積
と
索
引
も
含
め
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
か

将
，
，
ド
に
閲
伺
さ
紅
る
C

国
宝
重
要
文
比
財

で
あ
る
美
術
工
芸
品

尼
生
叫
＇
琴
。
現
，
I
l

柚
物
館

認
朋
俣
蔑
審
砥
会
委
員

以
下
次
号
に
つ
つ

等
の
国
外
畏
示
は
サ
＇
／
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
て
の
平
和
条
約
諦
結
時
に
行
わ
れ

た
の
か
最
籾
で
、
そ
の
後
欧
州
国
宝
巡
廻
展
等
頻
繁
に
実
施
さ
札
国
際

親
善
と
国
民
相
互
理
解
に
役
立
っ
て
い
る
。
稟
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の

協
力
に
よ
っ
て
輸
送
時
の
密
閉
梱
包
の
湿
度
自
動
調
節
の
方
法
が
開
発
さ

れ
た
し
r

大
阪
万
愕
の
美
術
館
内
の
展
示
に
我
が
国
の
保
存
科
学
は
国
際

的
責
任
を
果
た
す
こ
と
か
で
き
た
。
更
に
日
米
文
化
教
育
交
流
会
議
（

C

U
L
C
O
N
)
の
分
科
会
で
、
日
米
相
互
の
交
換
展
示
の
場
合
の
文
化
財

保
存
条
件
の
基
準
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。

こ
訊
よ
り
先
、
文
化
財
保
存
科
学
の
研
究
に
関
し
独
り
美
術
工
芸
品
に

と
ど
ま
ら
ず
，
建
造
物
及
び
遺
跡
を
も
含
め
て
、
ユ
ネ
ス
コ
か
国
際
政
府

板
閃
と
し
て
、
ロ
ー
マ
に
文
化
財
の
保
存
及
ひ
修
復
に
つ
い
て
の
科
学
研

究
セ
ン
タ
，
＇
．．
 
＇（

I
C
C
R
O
M
)
と
設
置
し
、
日
本
の
参
加
が
求
め
ら
れ

て
い
た
か
昭
和
四
十
二
年
こ
れ
に
加
入
し
、
以
後
理
事
を
出
し
て
き
て

い
る
。
中
堅
保
存
技
術
者
の
養
成
講
習
を
組
織
し
て
お
り
、
文
化
庁
の
芙

術
工
芸
，
建
造
物
関
係
の
若
手
技
術
者
か
毎
年
参
加
し
て
い
る
C

ユ
ネ
ス
コ
は

r
,
-
C
Cし
R
O
M
と
と
も
に
各
国
に
ミ
ヅ
・
シ
ョ
ン
の
派
遣
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
高
松
塚
古
墳
石
室
壁
固
の
保
存
等
に
応
援
を
得
て
涸

切
な
処
置
か
講
ぜ
ら
れ
た
。
'
-
f6
た
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
近
年
引

続
い
て
文
化
貯
の
科
学
的
保
存
に
つ
い
て
の
国
際
‘
`
、
.
、
ニ
ホ
ジ
ウ
ム
を
｀
ー
小

規
模
で
は
あ
る
が
、
毎
年
開
催
を
実
施
し
て
、
国
際
共
同
研
究
に
資
し
て

い
る
。
極
東
及
ひ
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化
財
の
建
造
物
，
遺
跨
を
含
め

て
今
後
の
保
存
に
役
立
つ
こ
と
か
期
侍
さ
れ
る
。

＾ 



一
本
刀
土
俵
入

1
2
月
2
日
（
月
）
1
2
6
日
．
（
木
）

十
二
月
歌
舞
伎
公
油
は
、
こ
谷
敏
箪
記
〉

と
＂
，
一
本
刀
土
俵
入
〉
の
二
本
を
採
リ
あ
け

ま
す
。古
典
歌
舞
伎
の
I
I
J
代
物
の
代
表
作
て
あ
る

二
谷
〉
を
花
形
俳
優
中
心
の
拐
刺
と
し
た
演

技
て
、
新
歌
舞
伎
の
世
話
物
の
傑
作
て
あ
る

〈
一
本
刀
〉
を
ヘ
テ
ラ
ン
彿
優
の
円
熟
し
た
滋

昧
溢
れ
る
芸
て
、
そ
れ
ぞ
れ
存
分
に
楽
し
ん

て
い
た
だ
け
る
今
回
の
公
派
は
、
年
末
に
ふ

さ
わ
し
い
賑
や
｀
ヵ
な
舞
台
と
な
る
に
ち
か
い

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
谷
緻
軍
記
＞
は
全
五
段
の
義
太
夫
狂
言

て
、
そ
の
内
三
段
目
後
半
の
「
熊
谷
陣
屋
」

か
最
も
よ
く
上
湖
さ
れ
ま
す
か
今
回
は
二

段
目
前
半
の
「
陣
門
，
組
討
」
と
一
般
に
呼

ば
れ
て
い
る
場
面
を
選
ん
て
採
り
あ
け
ま
す
。

雄
大
な
紺
碧
の
浙
を
背
景
に
描
か
れ
る
、

源
平
の
戦
い
の
秘
話
と
も
い
う
へ
き
物
語
て
、

重
厚
て
梢
他
溢
れ
る
美
し
い
舞
台
や
子
役
を

使
っ
て
の
「
遠
見
」
の
趣
向
な
ど
目
て
も
耳

て
も
楽
し
め
る
歌
舞
伎
の
醍
醐
味
を
謁
喫
し

て
い
た
だ
け
る
て
し
ょ
う
。
ま
た
‘
幸
四
郎

勘
九
郎
，
藤
十
郎
と
い
う
ト
リ
オ
に
よ
る
泊

新
な
配
役
も
、
戦
国
の
若
武
者
の
悲
哀
を
更

長
谷
川
伸
1
1
'
作

村
上
元
三
i
i
炭

B

r

y
,
L
L
 

二＂ぃ祇五場

一

谷

徽

軍

記

一
雑
二
楊

麗
十
二
月
歌
舞
伎
公
演
（
大
劇
場

並
木
宗
軸
1
1
作

勘三郎の茂兵衛

．＂ 

`
t
プ（
あ
ら
す
じ
）

喫
谷
直
実
の
一
子
小
次
郎
は
初
陣
に
手
傷

忘
負
い
父
に
救
わ
れ
ま
す
，
．
ま
た
、
筐
実
は

そ
れ
を

し
力
し

平
山
季
霊

打
ち
ま
す
。

敦
盛
の
許
饂
玉
織
姫
も
‘
敦
齊
の
叱
を
知

っ
て
息
絶
え
て
し
よ
い
直
実
は
世
の
無
常

を
感
し
つ
つ
「
勝
と
き
」
の
声
を
挙
げ
る
の

で
し
た
。

二
本
刀
土
俵
入
＞
は
長
谷
川
伸
の
名
作
と

し
て
‘
歌
舞
伎
以
外
の
演
劇
。
映
画
蛉
て
も

贔
染
み
の
作
品
て
す
。
勘
三
郎
の
名
人
芸
。

茂
兵
衛
と
今
回
初
の
コ
ン
ヒ
を
組
む
梅
幸
の

お
蔦
と
の
顔
合
わ
せ
は
‘
芝
居
好
き
に
は
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
切
々
た
る
叙
情
と
哀
感
を
背

景
に
男
の
意
地
と
夢
を
揺
き
き
っ
た
こ
の
作

品
の
魅
力
を
、
十
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
”

（
あ
ら
す
じ
）

取
的
の
駒
形
茂
兵
衛
は
取
手
の
宿
の
酌

婦
お
蔦
と
出
会
っ
て
息
義
を
受
り
立
派
な

横
綱
と
な
る
こ
と
を
暫
い
ま
す
。
十
年
後
、

て
（
＼
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

筏
兵
筒
は
閲
徒
と
し
て
有
名
に
な
り
取
手
を

再
訪
し
ま
し
た
。
お
蔚
は
彫
師
の
辰
―
l

一
郎
と

娘
と
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
、
辰
三
郎

は
波
一
里
儀
十
一
味
に
追
わ
札
て
い
ま
し
た
。

茂
兵
術
は
一
味
か
ら
お
蔦
親
子
三
入
を
逃
か

し
て
や
り
そ
の
後
姿
に
向
け
「
こ
れ
か
恩

返
し
の
土
俵
入
り
だ
」
と
深
々
と
頭
を
下
け

る
の
で
し
た
。

⑲
そ
の
他
の
公
演
〈
1
2
月
＞

鱈
舞
踊
。
邦
楽
公
演
（
小
劇
場
）

明
日
を
に
な
う
新
進
の

舞

細

邦

楽

鑑

賞

会

6

日

・

6

時

闊
文
楽
公
演
（
小
劇
場
）

二
入
禿
。
一
谷
緻
軍
記

10日

1
認

E
l
.
5
時
（
士
。
日
の
み
）

1
2時
•
5

時

屋
文
楽
鑑
賞
教
室
（
小
劇
場
）

解

説

壺

坂

霊

験

記

誓
（
‘
⑳
日
．

ll
時
，
2
時
（
い
い
い
1
5

三

闊
演
芸
（
演
芸
場
）

上

席

1

日

嘉

日

・

1

時
贔
う
二

中

席

n
日
1

誓
；1
-
寺
（
時
．
50
時
上

"
"
i
 

花

形

若

手

演

芸

会

2

1

日

・

1

時

国

立

名

入

会

2

2

日

・

1

時

塵
能
楽
（
千
駅
・
合
・
能
楽
堂
）

定
例
公
演

叩

塗

附

＇

絵

馬

4

日

・

1

時

靭

福

の

神

，

偽

仲

2

0

日

，

6
時
半

普
及
公
演

囲
頗
，
草
子
洗
小
町
1
4
日
，
1
-
時
半
＇

特
別
公
演

野
宮
戸
茫
々
頭
，
春
日
龍
神
2
2
日
。
1
時

[
「
文
化
庁
（
辻
門
三

昭
和
6
0
年
1
1
月
2
5
日
印
[

甜

乱

文

化

{

i

-TIOO

咽
篇
r代
田
区
設
が
閑

発
行
所
株
式
会
社
芸

小
杜
一
一
ー
囮
束
芯
閏
＇
央
じ
銀
庫

符
史
所
〒
限
束
京
都
祈
宿
区
西

氾
晶
{

0

三
）
二
六
八
ー
ニ

・

休

灰

り

日

咆

要

れ

九

ー

l

印
剥
所
閥
行
政
学
会
印
訓

9

9

，ヽ．，ヽ
9

9

9

9

9

4

9

9

9

9

9

ヽ

9・‘,','‘, 

定

価

一

八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

に

間

購

読

料

二

、

＿

六

0
円
（
送
料
共
）

唇

困

園

祠

0
去
る
且
月
4
日
、
法
隆
寺
（
国
宝
，
重
文
）

の
昭
和
大
修
理
か
完
成
し
、
慶
韻
法
要
力
行

わ
れ
ま
し
た
。

0
折
し
も
、
文
化
財
俣
設
法
が
そ
幻
制
定
以

来
、
今
年
で
3
5
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間

の
先
入
の
こ
若
労
は
関
野
、
森
田
，
以
四

三
先
生
の
諭
文
か
ら
も
し
の
は
れ
ま
す
。

0
関
野
先
生
こ
指
摘
の
と
お
り
、
「
文
化
財

を
法
律
用
語
に
留
め
す
、
そ
の
振
護
の
心
の

盟
か
な
発
歴
」
を
め
さ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

文
化
財
保
設
行
政
を
辿
め
て
．
＂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
単
に
、
文
化
財
の
保
設
に
留
ま
る

の
で
は
な
く
、

4,
、
訊
ら
を
い
か
に
活
用
し
て

い
く
か
か
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ

う

。

＿

i

li 

0
次
号
も
引
き
続
い
て
、
文
化
財
保
詭
法
に

つ
い
て
特
船
を
く
ん
て
お
り
ま
す
。
こ
期
待

く
だ
さ
い
。

(

s

こ

広
告
の
問
合
せ
＇
申
込
み
先

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
宮
業
課

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
、
ー
ニ
ー
四
二
代
表
）

---3l---
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賦要文化財

筑前国嶋郡川辺里

大宝二年戸籍断簡ー幅

紙背干部法華経校帳断簡

国（奈良国立博物館保管）

解説は30ページ

題デサイン。桑山弥三郎

カ／ト・林美紀子

も〈じ

19鯛簗文化財保護法制定35年7
I歴史裔料の保存について

児玉幸多 4 II 

産声疇代の文1ヒ詞保該 (2)

森田 孝 8 I 
文化財1呆言襲と歩んで35年 (2) i 

関野 克 10I 

―=] l 

重要考古贅料選定獨査会について 13 

i 院想

ロ訪中箱記 演田隆 14J
。印並紹介ジJーズ（⑨ /ill 戸 16 

。地域文化活動紹介シローズ⑳．囮函謬',]町 18 

第5回近畿高等学校総合文化祭開佳 2l 

・日本芸術院会員の紹弁 22 

・史跡の指定等ー文化財保設寄饒会の答申ー 23 

•重要文化財（建造物）の新指定

ー文化財保設審謡会の答申ー

。公立文化会館還営研究協議会開佳さる

。昭和60年度文化財愛護全国研究集会 26 

e 昭和60年度文化財行政基礎講座 26 

・指定文化財（美術工芸吊）修理技術者謁習会 27 

の開佳 27 

•第 I9回現代美術選抜展

ドイツ民主共和国文化大臣が長官表敬

睛囲報道関係者ガ畏宮表敬

宣鬱庁聾疇。編儀

顔魯包と約て国笥恩鵡雇吼肩籍甕追息詈贋

口文化庁行事報告及び予定

•国立劇場ニュース

24 

25 

28 

28 

28 

29 

30 
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ん
で
三

今
秋
は
法
隆
寺
の
昭
和
大
修
理
が
完
了
す
る
時
で
あ
る
。
昭
和
九
年
に

始
め
ら
勺
い
た
こ
の
大
修
理
は
、
国
の
直
営
工
事
と
し
て
文
部
省
に
法
隆
寺

国
宝
保
存
事
業
部
が
置
か
れ
て
出
発
し
た
。
姫
路
城
も
同
時
で
、
こ
の
国

宝
建
造
物
は
日
本
の
古
代
と
近
世
を
代
表
す
る
建
造
物
の
日
眉
だ
け
に
大

事
業
て
あ
っ
竺
戦
時
中
工
事
は
ほ
と
ん
ど
休
止
し
た
か
、
戦
後
再
開
し
、

ま
ず
法
隆
寺
の
五
璽
塔
、
つ
づ
い
て
今
馨
―
ー
が
新
た
に
発
足
し
た
法
隆
寺
国

宝
保
存
委
員
会
に
よ
っ
て
修
理
完
成
と
な
り
、
そ
れ
以
後
は
奈
良
県
教
育

委
員
会
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
伽
藍
全
体
の
修
理
完
成
を
目
指
し
た
。
そ

の
間
に
古
代
建
造
物
の
解
休
再
組
立
て
に
当
た
っ
て
精
密
な
調
査
か
微
底

的
に
一
本
一
本
の
解
体
材
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
呆
に
基
づ
い
て
鰭
~

緻
な
現
状
変
更
が
な
さ
汎
た
。
こ
こ
に
建
造
物
解
体
復
原
の
原
理
か
確
立

し
、
以
後
の
建
造
物
修
理
に
根
本
的
な
指
針
を
与
え
た
こ
と
は
大
書
さ
れ

る
。
ま
た
防
災
工
事
の
た
め
の
地
下
発
掘
は
考
古
学
的
に
貴
重
な
資
料
の

提
供
と
な
っ
た
。

一
方
、
姫
路
城
天
守
餡
体
修
哩
は
大
工
事
で
あ
っ
た
が
昭
祖
三
十
九
年

に
孔
威
し
た
。
j
戦
中
に
蓋
廃
し
た
国
宝
匝
亨
文
仕
則
建
是
物
の
修
役
は

こ
の
頃
峠
を
越
し
た
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
悩
の
年
で
も
あ
り
、
高

に
あ
る
関
係
か
ら
急
培
し

菟
に
よ
る
解
仇
か
蔀
甫
内

こ

と

と

な

っ

た

。

緊

急

状

況

を

呈

す

る

幸
い
に
財
団
法
人
明
冶
村

地
保
存
不
可
能
の
も
の
に
つ
、
て
、
が
国
の
指
定
に
平
行
し
て
現

し
犬
山
に
昭
和
四
十
生
＇
卜

移
築
建
造
物
を
も
っ
—
五
件
の
解
体

の
野
外
博
物
館
を
創
立
し

て
明
治
建
築

今

年

二

十

周

年

を

迎

え

帝

国

ホ

テ

／

て

救

済

し

た

C

そ
の

J
l
を
含
め
五
十
八
件
と
な
っ
た
。

内
塁
要
文
化
財
に

九
件
か
指
定
さ
れ

て
い
る
。

民
家
と
明
治
建

築
の
菫
要
文
化
財

の
調
査
と
指
定
は
、

こ
の
両
者
か
町
並

を
形
成
す
る
要
素

一
と
も
な
り
得
る
の

て
‘
町
並
保
存
の

前
提
と
も
な
っ
た
。

町
並
保
存
に
つ
い

て
は
‘
歴
史
的
地

域
の
保
存
の
な
か

の
建
造
勧
群
を
主

体
と
す
る
か
、
ユ

ネ
ス
コ
の
勧
告
に

あ
り
、
昭
和
三
十

九
年
以
降
発
展
し

た
新
し
い
国
際
的

な
保
存
活
動
で
、

日
本
で
も
昭
和
五

建
造
物
の
修
理
と
民
家
°
明
治
建
築
の
保
存

化
財
保
護
と

史
跡
保
存
と
者
古
学
的
発
掘

度
成
長
の
経
済
に
よ
っ
て
開
発
が
文
化
財
建
造
物
を
破
壊
す
る
傾
向
を
増

長
す
る
年
で
も
あ
っ
た
。
一
人
我
が
国
だ
け
で
は
な
く
国
際
的
に
み
る
と

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（

I
C
O
M
o
s
)
の
誕
生
す
る
年
と
も
な
っ
た
。

ま
た
、
明
治
四
十
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
行
わ
礼
た
東
大
寺
金
堂
（
大
仏

殿
）
の
修
理
も
、
屋
根
の
弛
緩
に
よ
り
昭
和
四
十
八
年
か
ら
七
年
間
に
わ
た

っ
て
再
修
理
か
行
わ
れ
た
立
今
回
の
修
理
て
は
鉄
骨
に
よ
る
大
素
屋
根
て
殷

わ
汎
、
最
新
の
建
築
技
術
の
粋
が
見
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
（
写
真
認
頁
）
。

従
来
長
い
こ
と
国
宝
霊
要
文
化
財
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
各
社
寺
等
個

個
の
場
合
は
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
修
理
委
員
会
に
よ
っ
て
現
場
ご
と
に

運
嘗
さ
礼
、
宮
大
工
を
含
め
て
経
験
を
有
す
る
建
造
物
修
理
技
術
者
ヵ
現

場
主
任
と
し
て
常
駐
し
、
身
分
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
も
の
も

よ
う
や
く
高
齢
と
な
り
、
後
継
者
の
養
成
が
希
求
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
財
団
法
入
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
が
組
織
さ
れ
r

修
理
設
計
事
務
所
と
し
て
、
ま
た
現
場
職
員
の
本
居
と
し
て
の
役
割
を
も

ち
、
同
時
に
後
継
者
の
養
成
並
ひ
に
職
員
の
研
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
五
十
一
年
「
建
造
物
修
理
」
及
び
「
建
造
物
木
工
」
が
選
定

尿
存
技
術
の
保
存
団
体
と
し
て
協
会
は
国
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
。

恥
後
の
新
法
に
よ
る
囚
宝
の
見
直
し
作
業
と
平
行
し
て
早
い
峙
期
に
足

家
と
明
治
建
薬
の
調
査
指
定
か
発
足
し
て
い
る
。
し
か
し
明
治
建
築
5

院

伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
と
し
て
始

十
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
訂
で
、た

。
地
方
自
治
体
の

め
て
そ
の
保
存
か
可
能
に
な
っ

画

、

そ

の

申

譜

を

待

っ

条

令

に

基

づ

い

て

計

て
国
か
選
定
し
、

助

さ

れ

る

も

の

で

、

必

要

な

保

存

の

費

用

が

一

括

補

都
市
計
画
地
域
内
で
は
、

と

し

て

認

定

さ

れ

る

。

伝

統

的

建

造

物

保

存

地

区

こ
の
地
域
内
一
＾

し

て

い

る

゜

直

建

築

規

準

法

等

か

制

限

を

緩

和

炉
指
定
地
域
内
は
、

史
跡
は
戦
前
に
聖
地
視
さ
し
、

い

凍

結

保

存

を

主

旨

と

し

現

状

変

更

を

認

め

な

て
き
た
。
し
か
し
戦
後
の
ヘ

量
の
環
境
破
壊
を
進
行
さ
せ
る
中
て
、
‘
.
i
私
開
発
事
業
か
大

史
跡
へ
の
影
響
は
無
視
で
き
な
く

ム
も
あ
っ
て
盛
ん
こ

な
っ
た
。
観
光
が
歴
史
ブ
ー

批
幅
や
賦
車
楊
の
設
置
か
行
わ
1
、

し

な

る

と

‘

道

路

の

新

設

、

，
i
,
史
跡
地
に
侵
入
す
る
こ

り

‘

環

境

の

破

壊

か

と

も

多

く

な

l

一
段
と
進
行
し
た
。

地

外

‘

所

有

者

外

と

な

る

と

こ

れ

に

は

文

化

財

保

護

も

指

定

ll

手
か
及
ば
な
か
っ
た
。

文

化

財

の

保

護

の

立

場

か

ら

、

し

か

し

l

方
で
埋
蔵
一

カ
義
諮
づ
け
ら
れ
、
そ

I
事
の
事
前
発
掘
r

、

れ
に
要
す
る
費
用
も
原
因
者
負
恒
と
さ

1
、

か
都
道
府
県
別
て
発
行
さ
れ
た
i
ま
た
一
方
て
全
国
遺
跡
地
図

こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

れ
た
の
は
、
平
城
宮
跡
の
保
存
て
あ
っ

史
跡
中
最
も
注
目
さ

た

ま

電

鉄

の

車

庫

の

建

几

て

、

た

ま

翫
計
画
に
端
を
発
し
、

よ

っ

て

盛

り

上

保

存

運

動

か

学

者

識

者

に

の
国
の
史
跡
指
定
、

が
り
、
広
大
な
土
地

奈

良

県

の

手

買

上

げ

が

決

定

し

、

で
買
上
げ
が
先
行
す
る
こ
と
f
ゞ

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

力

て

き

て

解

決

し

た

。

し

か

も

に
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
、
、

最
大
の
発
掘
調
査
が
引
き
っ
9

カ
設
置
さ
れ
、
日
本

つ
い
て
実
施
さ
れ

更

に

飛

鳥

籐

原

｛

て

今

日

に

及

ん

で

い

る

。

呂
跡
発
振
調
査
部
も
設
置
さ
れ
た
。

財
の
発
掘
調
査
は
量
的
に
増
加
4

地
方
の
理
蔵
文
化

し
て
埋
蔵
文
化
財
セ
/

9

る
こ
と
の
対
策
と

文
化
財
研
究
所
に
付
置
さ
れ
、

ン
タ
ー
が
奈
良
国
立

五
年
②

開野 克

--10--
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考
古
学
的
発
掘
技
術
者
の
養
成
と
再
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
か

ら
の
需
要
に
答
え
た
。
今
日
て
は
都
道
問
県
の
関
係
職
員
も
次
第
に
充
実

さ
れ
つ
つ
あ
り
‘
隔
世
の
観
が
あ
る
。
福
岡
の
太
宰
府
跡
、
仙
台
の
多
賀

城
跡
、
福
井
の
一
采
谷
朝
倉
遺
跡
、
尾
道
の
草
戸
干
軒
遺
跡
等
中
世
都
市

遺
跡
も
含
め
て
広
域
発
掘
か
発
展
し
た
。
繕
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古
墳

時
代
の
住
居
跡
‘

f

~

 
]

冒

、

官

術

跡

、

露

一

寺

院

跡

古

墳

等

＼

数

え

る

の

に

暇

か

,
g
な
い
岩
で
あ
っ
て
r

し
且
出
土
資
料
も
膨
大

窄
夏
の
数
と
な
っ
て
r

工
そ
の
収
蔵
施
設
と
f

り
属
玄
竣
一
ぶ
事
処
理
か
問
題
と
し

工替
て
残
さ
れ
て
い
る
。

荘根
平
城
宮
跡
(
C
J
考

屋殿
古
学
的
発
掘
は
最

＇ 
ーほ
大
規
模
の
も
の
で

堂
あ
る
と
と
も
に
、

金寺
出
土
品
の
処
埋
‘

大東
遺
跡
の
整
備
に
つ

い
て
の
研
究
と
実

施
か
同
時
に
平
行

し
て
い
る
。
発
掘

の
最
も
基
本
と
な

る
地
表
及
ひ
発
屈

而
地
図
や
出
土
物

の
収
積
と
分
類
格
納
も
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地
図
・
実
測
図
作
製
に

は
写
真
測
畳
と
そ
の
図
化
を
高
度
に
活
用
し
て
お
り
‘
こ
と
に
木
崩
の
多

数
発
見
に
つ
い
て
は
そ
の
水
潰
木
村
の
合
成
樹
脂
に
よ
る
保
存
処
理
や
凍

結
乾
燥
か
考
案
さ
れ
、
・
文
字
記
録
の
精
微
な
調
査
研
究
に
も
発
展
し
た
。

ま
た
遣
跡
に
発
見
さ
れ
る
礎
石
及
ひ
根
石
、
あ
る
い
は
掘
立
柱
穴
の
配
列

や
重
複
の
考
察
か
ら
、
建
物
の
規
模
と
建
立
時
代
の
相
対
順
序
の
解
明
、
出

土
品
の
分
祈
等
極
め
て
精
緻
な
学
術
研
究
か
、
そ
の
報
告
嘗
を
高
く
重
ね
、

日
本
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
美
術
史
・
建
染
史
・
辰
史
・
考
古
。

庭
園
等
の
学
者
及
び
専
門
家
の
学
際
的
研
究
か
胴
査
会
へ
の
参
加
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。
発
掘
を
追
っ
て
、
発
掘
品
の
科
学
的
研
究
と
そ
の
保
存

処
置
の
た
め
、
大
規
模
な
装
置
も
用
意
r

試
作
さ
れ
大
形
木
村
出
土
物

の
合
成
樹
脂
滲
漬
の
タ
ン
ク
も
用
意
さ
且
て
い
る
。
極
め
て
多
数
に
上
る

出
土
品
は
登
録
分
類
さ
れ
索
引
等
の
処
理
技
術
の
開
発
も
進
行
し
て
い
る
。

一
方
、
遺
跡
の
再
生
に
つ
い
て
は
翌
屋
に
よ
る
露
出
保
存
遣
跡
を

埋
め
た
土
層
上
に
実
物
大
発
掘
団
の
模
型
を
配
置
す
る
と
か
、
礎
石
・

掘
立
柱
の
位
置
を
示
す
植
樹
を
配
列
す
る
と
か
、
種
々
工
夫
さ
れ
、
今
後

朱
雀
門
の
建
立
な
ど
の
計
画
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
建
築
⑦
縮
尺
模
塑
は
既

に
幾
つ
か
製
作
さ
れ
て
い
る
。

国
立
奈
良
研
究
所
は
当
初
奈
良
七
大
寺
伽
藍
の
研
究
に
出
発
し
た
が
、

今
日
て
は
平
城
宮
ビ

l

と
と
ま
ら
す
平
城
京
全
体
に
つ
い
•
i
]
、
工
事
の
事
前

発
掘
に
常
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
し
ま
た
伝
統
的
建
造
物
群
の
研
究
も

今
井
町
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。
平
城
宮
跡
内
に
発
掘
状
況
及
び
主
要
出

土
品
の
陳
列
室
を
有
し
、
飛
鳥
資
料
館
を
付
属
し
て
い
る
。
研
究
所
本
館

は
近
年
平
城
宮
跡
外
に
追
―
つ
隔
て
て
県
立
病
院
を
誤
り
受
け
、
こ
れ
を

改
装
し
て
近
年
移
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

— ,2---



酌
初
春
歌
舞
伎
公
演
（
大
閻
場
｝

四
肌
飢
圧
南
北
1
1
竹
秤
．
〈
バ
e
r
-
1
1
袖
綴

尾
上
松
緑
1
1
指
心

て
人
し
・
，
‘
・
と
・
、
ヘ
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ベ
．
”
）
'
`
2.. し

天

竺

徳

兵

衛

韓

噺

「
一
心
九
界
丘
」
よ
り

戸
部
銀
作
1
1
脚
本
・
演
出

i
r'̀
 

伽
森
久
助
1
1
旭
竹
河
竹
黙
阿
弥
1
1
竹

中
村
又
五
郎
1
1
袖
尊

,̀’
 」
,

9

.

,

9

、

J

9

,

松

竹

梅

雪

喝

二

＂

姑

昭
和
6
1
、
年
1
月
3
日
（
令
）
1
2
8
日
（
火
）

正
月
の
国
立
刺
場
は
、
初
作
ら
し
い
＂
耶
や

か
な
油
目
か
三
本
並
ふ
，

〈
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
＞

辿
称
「
天
徳
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
初
飢

は
文
化
元
年
（
一
八

0
四
）
七
月
の

11
戸
河

屎
崎
叱
で
、
f
l
者
は
四
世
鶴
栢
南
北
。
主
人

公
の
徳
只
術
は
初
世
尾
上
松
助
か
油
し
て
い

る
。
杓
羽
杞
系
の
こ
の
伝
統
あ
る
役
は
昭

和
四
ー
じ
年
J
i
月
の
当
胡
場
て
尾
上
松
餘
に

よ
っ
て
通
し
て
j
訊
さ
れ
た
か
、
今
回
は
イ

□3
の
辰
之
助
が
切
役
て
油
す
る
。
摩
似
の
邸

と
裏
手
水
門
の
二
塔
た
け
た
か
、
岸
台
崩
し

か
ら
水
門
の
器
の
立
廻
り
と
い
う
こ
の
芝
肘

最
高
の
見
せ
楊
を
父
か
ら
了
へ
伝
わ
る
肛
＇
と

共
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
恩
う
。

念
茄
＞

初
春
公
袖
の
国
立
て
こ
の
と
こ
ろ
何
年
間

か
連
続
し
て
歌
舞
伎
ー
八
番
の
復
活
か
果
た

さ
れ
て
き
た
か
今
年
は
「
徽
」
の
復
活
て
あ

る
。
閏
年
に
引
き
流
い
て
こ
の
作
品
に
も
冗

一
砕
二
場

「

一

の

計

判

記

の

数

行

の

記
辿
か
ら
全
体
の
也
界
と
趣
向
を
想
定
し
‘

同
時
代
の
近
松
門
左
術
門
の
説
経
浄
瑠
璃

「
I
f
l
ふ
彗
一
郎
」
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
と
人
物
を
借

リ
て
中
賀
三
郎
鬼
神
退
治
と
、
三
郎
を
間
に

は
さ
ん
て
先
妻
と
後
妻
力
う
わ
な
リ
打
ち
を

す
る
と
い
う
趣
向
か
盛
り
込
ま
訊
て
、
お
よ

そ
一
時
間
（
い
所
作
事
風
な
作
品
に
仕
上
る
予

定
て
あ
る
。
三
郎
に
松
緑
、
先
妻
に
玉
三
郎
、

後
麦
に
時
蔵
、
三
郎
の
兄
太
郎
に
品
—
郎
と

い
っ
た
配
役
て
、
明
る
＜
華
や
か
な
舞
台
に

な
る
て
あ
ろ
う
。

f

C
I
I
'
 

，
並
，
＇
4

，這
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9
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〈
松
竹
梅
雪
曙
＞

幅
森
久
助
の
「
其
往
恋
江
戸
染
」
に
よ
る

吉
袢
院
の
：
お

eL
砂
グ
の
趣
向
と
、
河
竹
瞑

阿
弥
の
「
松
竹
梅
雪
曙
」
の
陪
の
お
七
の
入

形
枷
り
か
合
体
し
て
今
回
の
上
涼
本
か
成
り

立
っ
て
い
る
。
＂
お
七
吉
三
物
，
と
い
う
作
品

群
か
あ
る
か
、
今
度
の
よ
う
な
出
し
方
か
ま

ず
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
ろ
う
。
吉
袢
院
て
紺
屋
の

辰
兵
衛
か
砂
を
ふ
り
ま
い
て
み
ん
な
を
グ
ニ

ャ
グ
ニ
ャ
に
す
る
お
か
し
み
の
場
而
か
有
名

だ
か
、
初
代
吉
右
衛
門
、
中
村
勘
三
郎
(

4

3

年
正
月
）
と
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
か
、
今
回

は
松
緑
の
初
役
。
も
ち
ろ
ん
贔
巴
の
お
七
“

は
入
形
伽
り
て
定
評
の
玉
三
郎
の
お
七
。
古 捌（うわな 1))

三
に
は
時
蔵
か
扮
し
、
若
い
コ
ン
ヒ
在
紐
む
。

他
に
又
九
閲
、
田
之
助
、
半
四
郎
争
を
廻
リ

に
配
し
、
軽
い
二
番
目
世
話
物
だ
力
、
厚
い

配
役
力
得
ら
れ
て
見
こ
応
え
の
あ
る
芝
屈
に

な
る
だ
ろ
う
。

噛
そ
の
他
の
公
演
〈
1
1

月＞

薗
邦
楽
公
演
（
小
劇
場
）

邦
楽
鑑
賞
会
1
7
日
り
6
時
認
日
・

2
時

匿
日
本
舞
踊
の
流
れ
（
小
劇
場
）

愛
の
表
現
ー
様
式
と
技
法
ー

2
4
日
・
6
時
認
日
・

2
時

塵
歌
舞
伎
会
（
大
劇
場
）

瞥
我
託
侠
御
所
染
他
2
5
日
9
2
6
日
6
時

墓
演
芸
（
涼
芸
場
）

新
春
名
入
会
3
日
！
‘
C
0
日

1
時

中

席

1

1
日

1

誓・
1
時
(
]
贄

5
駅

）

国

立

名

人

会

認

日

・

1
時

花

形

若

手

煎

芸

会

2

6

日

・

1

時

園
能
楽
（
了
吠
ヶ
谷
能
楽
堂
）

定
例
公
涼

印
末
広
か
り
こ
一
人
静
8
日
・

1
時

仰
昆
布
売
。
唐
船
1
7
日
•
6
時
半

普
及
公
演

齢

翁

即

松

懐

゜

養

老

4

日

。

1

時

半

江
言
の
会

夷
昆
沙
門
・
無
布
施
経
・
木
六
乱

2
4
日
・
6
時
半

園
文
楽
劇
場
（
大
阪
日
本
栂
）

文
楽
公
演

七
福
神
宝
の
入
舷
・
曲
輪
郊
他

3
日
1
2
6
日
・
1
1
時
•
4
時

詐
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い

0
三
ー
ニ
六
五
ー
七
四
一
―

（
大
朋
楊
。
小
制
場
・
油
芸
場
公
演
）

0
三
1
e
l
l
二
三
ー
一
三
三
一
（
能
楽
堂
公
演
）

0
六
ー
ニ
―
ニ
ー
ニ
五
三
i
（
文
咲
刺
場
公
N
i
)

園

園

囲

国

〇
昭
和
6
0
年
も
、
間
も
な
く
終
わ
る
う
と

し
て
い
ま
す
C

＿
行
様
に
と
っ
て
と
ん
な
一

年
で
し
た
か
。

〇
三
油
鼓
宜
か
こ
の
6
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
忘
悦
窄
し
た
の
に
＂
J
I
き
続
き
、
古
⇔
認

l-
i~ 

――
 -i 

月
？
日
か
ら
5
日
翌
て
韓
国
を
功
問
し
ま
ー
＂

，
こ
0
1
~

l

,

"

9

-

"

 

「一

0
ま
た
、
今
月
号
て
紹
介
し
た
と
わ
I
J
‘
-
i

東
炒
文
化
大
臣
や
昴
昌
田
の
報
道
団
な
と
‘
-
i

昇
か
ら
文
化
府
へ
の
油
閲
も
叶
嘉
加
―
―

し

て

い

ま

す

。

一

]

一
~

〇
国
際
化
の
間
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
て
一

す
か
、
こ
れ
か
ら
文
化
行
政
を
追
め
て
い
i

く
う
え
て
も
品
に
柏
際
的
視
野
を
朽
ち
―
―一

~

続
け
て
し
き
た
い
と
息
い
ま
す
。
一
i-" 

0
新
た
な
年
か
や
一
て
ま
い
り
ま
ず
。
・
-
、
J

う
ぞ
素
陪
ら
し
い
一
年
を
お
述
ご
し
く
だ

さ
い
"

(

S

)

広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

林
人
会
仕
き
ょ
う
せ
い
貨
業
課

T
E
L
(
O
三
）
二
1

ハ
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

ヽ
ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

「
文
化
庁
月
報
「
十
二
月
号

（
通
巻
第
二

0
七
号
）

昭
和
6
0
年
豆
月2
5日
印
刷
•
発
行

編

染

文

化

庁

〒
暉
求
京
児
＇
代
田
区
霞
か
閑
3

了
日
2
函
5
2
gバ`

発
行
所
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

令
社
〒

101
東
京
都
中
央
区
銀
咆

7
T
1
1
1
番

10"ダ

岱
坦
芦
東
京
都
i
i
i
骨
西
h
析
町
四
番
地

叫
叩
｛
（
三
｝
二
，
ハ
八
ー
ニ
i
m
四
一
｛
代
必
）

林
f
l
g
u
限

東

京

l
C
I
-
'
ハ
一
番

印
肌
所
朦
行
政
学
芸
印
刷
所

9

9

9

9

9

・

 

一

定

価

一

八

0
円
宝
g
料
四
五
円
）

一
年
間
購
読
料
二
f
一
六

0
円
（
送
料
共
）
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